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1. はじめに

リフレクションは内省・省察・熟考、ある

いはそれを通して得た感想・意見・考えとい

う意味である。看護実践におけるリフレクシ

ョンの意義について、池西ら (2009)は、看護

実践には科学的根拠とともに、対象者と看護

者が人であるがゆえの「一期一会の場面の連

続に対応する能力」も要求されており、その

ような対応能力を養い、実践の質を高める手

段のーっとしてリフレクションという思考方

法があると述べている。一例をあげると、自

分の看護実践の場面を振り返って再構築し、

対象者の個別性とともに、活用していたもし

くは活用すればよかったと考えた知識や理論

を明らかにし、次に遭遇するであろう同じよ

うな場面で必要な対応能力を養う課題を見出

して準備しておくという前向きな思考である。

このことから、看護専門職にとってリフレ

クションは、理論と実践をつなぐこと、現象

は物事を多面的に考える力をつけること、実

践に真撃に向き合う態度の育成という意義が

ある(池西ら， 2009)。しかしながら、リフレク

ションを苦手とする学生は存在する。そこで、

リフレクションを、一つの学習スタイルとし

て考えると、学生が好む学習スタイノレを活用

したりフレクションの学習についての知見が

得られると考えた。

学習スタイルは、外から観察できる学習の

行い方である(日本教育工学会， 2000)。そし

て、学習スタイノレの研究は、これまでの学習

者のニーズを無視し、画一化された教育方式

から、個々人のニーズ・能力・噌好・スタイ

ルに合った学習環境の提供による学習者中心

への教育へのパラダイムの変換によって生ま

れたテーマである。とくに、英国の看護学教

育では、看護師リクルートのグローパノレ化に

よる外国人看護師の大量受け入れが、教育パ

ラダイムの変換を推し進めている注10

一方、わが国の学習スタイノレの研究は看護

学のみならず、まだ浅い(青木， 2005)。しか

しながら、少子高齢化に伴う大学全入学時代

や生涯学習時代の社会的背景から、学生は

様々な入試制度よって入学する。そのため、

学生の学習スタイノレの変化がおこっており、

学習スタイルの理解が必要になってきている

(岡田ら， 2011)。とくに、看護学教育におい

て、学生の学習スタイノレの理解と発達への支

援は、学生自身が自分の仲間や患者の学習ス

タイルを尊重する姿勢を養うことをも含んで

いる。

今回、ルTSθEducationin庁 'eicticeの 8

巻、 306-314頁に掲載されている論文“ The

influence of learning sty les preference of 

undergraduate nursing students on 

educational outcomes in substance use 

education. " (看護学部学生の学習スタイノレ

の好みが飲酒薬物乱用防止教育においてどの

ように影響するか)の紹介と共に、リフレク
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ションの意義に関して得られた知見を述べる。

この論文を紹介する理由は、 2013年以降の学

習スタイルの研究対象が、これまでの医学・

看護学領域から薬学や整体療法へと推移して

おり、看護学領域の知見を得るには、遡及的

な検索が必要で、あったためである。さらに、

対象論文で用いられた学習スタイルモデノレは、

もっとも学習スタイル研究に影響を及ぼした

モデルの一つ(青木， 2005)であったことと、

縦断的調査デザイン研究で、あったためで、ある。

2.論文の概要

1)研究目的

看護学生の学習スタイルの好みは、看護実

践に関する知識、態度、飲酒薬物乱用防止教

育技術の自信において、どのように影響する

か明らかにすることである。

2)はじめに

ここ 10年の問、看護学教育は、開発技術研

究の導入における技術と、能力の理論的な学

習と、高等教育施設における率先的な実践を

行う受け皿として大いに発展した。この教育

の移行の傾向は‘Makinga Difference ' 

(Department of Health， 1999，2000)の出版

によって刺激された。これにより、実践的な

思考に基づく教授法や理論と実践の接点に対

する関心が高められた。そして‘ Fitnessfor 

Practice' (UKCC， 1999)は、看護師登録前の

訓練の再構築を推し進めた。政府の報告書

“The impact of technology on teaching and 

learning" (Dearing Report， 1997)による

と、生涯学習社会における高等教育は、学習

者が効果的な学習者になるように導くため、

学習者中心のアプローチと学習者が自らの学

習スタイノレを知ることを強調している。そし

て、看護学教育も、教授 (Teaching) から学

習 (Learning)へと移行しており、学生の多

様な学習ニーズを満たしている。

Honey ~ Mumford注2は4つの学習スタイ

ルを示している (Reflector，Activist， 

Pragmatist， Theorist)o Reflectorは、 自分
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自身で探究・評価・意思決定をするよう行動

する。あるいは、思慮深くなる特徴がある。

続いてActivistは、直接活動することを好み、

新しい挑戦や経験を歓迎し即座に興味を持つ

という特徴がある。 Pragmatistは、どのよう

に行うかを考え、問題を解決するように新し

いアイディアに出会う経験を楽しみながら実

施するという特徴がある。最後にTheorist

は、論理的かっ客観的に詳細に注意を払い、

全体の構造の把握と明らかな目的を持って行

動するという特徴がある。

研究の目的は、看護学生の学習スタイルの

好みを知ること、そして、学習スタイルの好

みが、看護実践に関する知識、態度、飲酒薬

物乱用防止教育技術の自信にどのように影響

するかを明らかにすることである。

3)背景

教育的環境の研究は、学習スタイルが妥当

性のある心理的な構成概念であり、教育的な

達成を示す重要な因子であることを示してい

る。そして、学習スタイルは、他の人との良

し悪しを比べ推定するものではなく、能力や

知性の差異でもなく、直接的な価値をもたら

すものでもない。教育研究において、学習ス

タイノレは‘個別の学習における好みの方法と

定義される感情的な態度 (attitude) と行動

(behavior)の種類， (Honey and 

Mumford， 1992， p. 1) と述べられている。さら

に、高等教育における、学生の学習スタイル

に関する潜在的で、教育的な意味について

Marton (1986)は、 「個人的な学習を概念化す

る方法、個人的に学ぼうとするプロセス、個

人的に学んだ結果のこれらの関連は明らかで

ある」と述べている。このように学習スタイ

ルの好みは、学習のゴールや教育内容に対す

る学生の反応に影響する。

学習スタイノレは看護や看護学教育の中で、

Kolbの学習スタイルインベントリ (Kolb，

1984)を用いて広範囲に調査されてきた。しか

しながら、最近の研究は、対象学生の人口統

計的な変数や教育的な影響との関連に関する

っ“
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日(の研究に限られている。 Wilkerson(1986) 

は、看護学生 (133名)を対象に、 KolbのLSI

を用い、学習スタイルの好みと知識と臨床場

面の分析と看護プロセスの応用の関連を調べ

た。結果として、知識や臨床場面で、のパフォ

ーマンスの全ての結果とリフレクティプな習

慣はとの関連は見られなかったが、抽象的な

概念化のサブスケールとの関連が見られた。

この結果は、概念化を指向する学生は、具体

的な経験を持つ学生と異なる方法でパフォー

マンスを向上させたことを示唆している。

医学生を対象としたMcManusand Richards 

(1998) による研究では、パフォーマンスと臨

床経験と学習スタイルの好みを調査した。結

果、全体的なパフォーマンスと臨床経験問で

の有意な関連はみられなかったが、全体的な

パフォーマンスを予測する能力は学習技術と

関連していた。このように、多くの研究は、

学習スタイルと評価方法と学業成績との関連

を調査していた。さらに他の研究では、学習

スタイルの好みの差異による学生のパフオ}

マンスの結果は、その研究で用いた評価方法

が持っているそれぞれの機能が影響している

と述べている。

全体的に学業成績と学習スタイルの関連性

の研究は、その評価方法によって規定される

と言える。この結果の含意は、様々な学習方

略は、その学習スタイルの好みに強く関連し

た学習技術の獲得を目標にするために活用さ

れるという経験的な教授方法において特に重

要だということである。このことから、多面

的な評価は、十分に公平な学生の教育的な結

果を評価するために必要である。

4)方法

参加者はUKの2つの大学の2年生で、精神

看護領域の学生である注20 飲酒薬物乱用防止

教育の看護教育プログラムには、要旨、目的、

目標、文献、学習内容が含まれていた。

調査は自己記入式で、あった。学習スタイル

の特定はHoney~ MumfordによるLSQを用い

た。その結果を学生の学習スタイルの基準と

した。教育介入の前と 8から 10週間後に飲酒

薬物乱用防止教育の看護教育プログラムに関

する知識、態度、介入技術の自信について測

定した。

LSQのデータは、得点化して学習スタイル

の好みを測定した。知識・態度と介入技術自

信の得点は、教育介入の事前と事後について

対応のある t検定を行った。さらに。学習ス

タイノレの好みからみた教育結果の比較は共分

散分析と多重比較法(ANCOVAand Bonferronic 

post hoc test)によって測定した。

5)結果

対象者は110人であり、性別は男性47(43目)、

女性 63(57出)であった。平均年齢は 32.9歳

(SD = 7.98)であり、年齢の幅は 20""'-'55歳で

あった。人種、婚姻状況、学歴は表1に示す

とおりであった。

T盈凶.e1 

Variabie 

Age 

Demo哩raphicsof .sarnple t'I'J = ~10) 

cGender 

Ethnicity 

Marital status 

王ducational
attainment 

Oesεription 

Age姐 n晋e=20-55
品田fIage = 32.91 
'50=7.兜， η=110 

Mal怠=43%
Femate怠57%

White=40.雪%
Black {A制C剖 andCaribb回口}

=44.5% 
Asi加 andother = 14.5拡

5ingle = 44.5i臣
Married = 34.5% 
5eparated = 5.5% 
Oivorced = 6.4完
Cohabiting =守.1%

GC5E加 dA level堂 44.5%。iplomalHND = 30.9% 
D時f時 =24.5克

学生の学習スタイルの好みの結果は図 1に

示すように、学習スタイルの好みは、

Reflectorグループが一番高いカテゴリーで

あった(n=48， 43.6出)。さらに、学習スタイ

ルの好みに関する興味深い現象として、

“dual" (二重)の学習スタイルの好みという

結果が得られた。 33人 (30弘)の対象者は、

“dual"の学習スタイルの好みを持っている

と分類され、二番目に多い学習スタイノレグル
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一ブロで、あった。対象者が少なかった 3グルー

プを 1つに再編成し、学生は 3つの学習スタ

イノレの好みのグルーフ。に分けられた。再編成

した新しい学習スタイルグループは、

Reflector， Dual， Combination (Activist-

Theorist-Pragmatists)で、あった。

Learni島幸窓tyle品P拍1貯ence

Fig. 1 Distri加tionof l棚 rningstyles pref智f岩間払

図2に示すように、“dual"の学習スタイノレ

の好みの詳細は、“Reflector-Theorist"が

48%を占めていた。

Fig‘ 2 Distribution of !! dual" 

教育介入の事前と事後について対応のある

t検定の結果、知識、態度、介入技術の自信

の中央値は、教育介入の前後間で統計的な有

意差が見られた(知識:t =一.461， df = 109， p 

=.000，態度:t = -2.356， df = 109， p = . 020， 

介入技術:t = -9. 754， df = 109， p = .000)。

知識獲得と態度得点に関して学習スタイル

の好みは影響しなかった(知識:F(2， 106) 
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2. 645， p = . 076，態度:F (2， 106) = O. 341， p 

= . 712)。しかし、介入技術の自信については

有意な違いが見られた (F(2， 106) = 6. 915， p 

ニ .002)。さらに、介入技術の自信得点は

“dual" (M = 67. 2， SE = 2. 1)は Reflector(M 

= 57.3， SE = 1.8)に比べて有意に高かった (p

二 0.002)。加えて、“dual" (M = 67.2， SE = 

2. 1) はCombinationグノレーフ。(M= 58. 2， SE = 

2.3) よりも有意に高かった(p= 0.015)。

6)考察

結果は、これまでの看護学生を対象とした

調査結果と同様に、優れた学習スタイルの好

みは Reflectorであった。また、 Honey& 

Mumfordの LSQを用いた医学生を対象とした

研究においても、 Reflectorの学習スタイル

は有効な学習スタイルで、あり、その結果と一

致している。今回の“dual"の学習スタイル

の好みは予期しない結果で、あったが、この学

習スタイノレの存在は、 KolbのLSI (Learning 

Styles Inventory) による研究においても既

に確認されている。さらに一般医 (General

Practitioners)を対象とした研究においても

“dual"の学習スタイノレの好みが優位であり、

その詳細は主に“Reflector-Theorist"で

あったとし1う結果と一致している。

今回の結果について、以下のことが考えら

れる。“dual"の学習スタイルの好みは学生自

身の本質と性質によって起因するということ

である。つまり、成熟した年齢の学生で、あっ

たということは、これまでの学習経験の中で、

彼らは状況によって学習スタイルを調節する

ことを学んでいたのかもしれない。そのため

彼らは、飲酒薬物乱用防止教育の学習で求め

られる特質に沿い、多面的な学習技術を発達

させたと考えられる。次に看護師の認知の特

徴が、「対象者中心指向」かっ「科学的」であ

ることとも一致していると考える。さらに、

今回の教育介入で行われた学習内容は、経験

的な学習に基づく小グループ。活動、短時間の

講義で構成されていた。この教授・学習のタ

イプは、 Combinationグループの学習スタイ
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ノレの好みのよりも“dual"の学習スタイルの

好みの学生に適していた可能性がある。

7)結論

学習スタイルの評価は、教育的介入に対す

る教育的結果に影響を与えることがわかった。

今後、“dual"の学習スタイルの好みが看護学

教育に受け入れられるためには、さらなる調

査が必要である。さらに、“dual円の学習スタ

イルの好みが示した多面的な学習スキルは、

どのように看護学教育の過程と教育的結果に

影響するのか、さらなる調査が必要である。

3.対象論文から示唆されること

学習スタイノレの好みを評価する目的は、学

生の優劣をつけるためで、はなく、学生が学習

スタイノレを知ることによって、自身で学習を

コントロールするための支援で、あると繰り返

し強調されていた。つまり、学習についての

個人の強みを伸ばし、様々な学習方法を身に

つけるための自己診断指標として用いるべき

だということである。しかし、対象論文では、

“Reflector"や“Reflector-Theorist"は優

れた学習スタイルで、あると評価していた。こ

の解釈にあたっては、背景で述べられている

ように、評価方法の限界が影響していること

を忘れてはならない。さらに、対象論文の研

究デザインは、 l群事前事後テストデザイン

であるという点からも、検討の余地がある。

対象論文より、学生は“Reflector"の学習

スタイノレを女子む傾向があるが、“Reflector"

以外の全ての学習スタイルと“dual"という

学習スタイルにも分かれることがわかった。

さらに、“dual"の学習スタイノレにおいては、

“Reflector-Theorist"の組み合わせを好む

傾向で、あったが、 4つの学習スタイルの全て

の組み合わせの学習スタイノレにも分かれた。

これらの結果から、学生は多様な学習スタイ

ルを持っていたことがわかった。

次に、“Reflector-Theorist"の学習スタイ

ノレは、対象者への介入技術の自信に影響して

いた。この学習スタイルは、今回の学習経験

を振り返り、その時に活用した、もしくは活

用すればよかった知識や理論を明らかにする

(池西ら， 2009)のを好むとしづ“Reflector"

特徴と、根拠を明らかにして論理的に考える

という“Theorist"の特徴を持っている。そ

のため、学生は、学習上の自分の強みと同時

に限界を知り、そのことが、今回の介入技術

に対する自信得点に影響したと考えられる。

さらに、“dual"の学習スタイノレの好みを示し

た学生の介入技術の自信得点、が高かったこと

について、今回の学習が多様な学習方法を採

用していたことが影響していると述べていた。

このことは、学生の学習スタイルと学習方法

の一致は、学習に影響を及ぼすことを示して

いるが、多様な学習方法の体験が、学生の学

習スタイルの変化と発達をもたらす可能性が

ある(岡田ら， 2011) とも言われている。対

象論文から学生の学習スタイルの変化は明ら

かではないが、学生は“Reflector"に関する

学習スタイノレを好む傾向を示していたことか

ら、自分の学習スタイノレを知ることは、学習

スタイルに変化をもたらすだろう。
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注

1 2000年の外国出生の看護師の割合は、米

国は 33万 6千人、英国は8万2千人を占め

(河内， 2007)、その数は、日本で毎年実施

される看護師国家試験受験者数の約 5万人

をはるかに上回っている。

2 Honey dZ MumfordのLSQ(Learning Sty les 

Questionnaire)は、学習スタイル研究分野

において最も影響を与えた 13の理論・モデ

ノレの一つで、ある (Coffield，Moseley， Hall 

and Ecclestone， 2004)。

LSQの質問紙は、以下URLで参照できる。

http://www.science.ulster.ac.uk/nursin 

g/mentorship/docs/nursing/oct11/Learni 

ng出20Styles%20Questionnaire%20%20short

%20version%20Aug10. pdf (2013.12.1) 

3 イギリスの看護学教育制度では、 3年間の

大学教育課程の中で看護師登録資格取得コ

ースを学ぶ。学生は入学時より成人看護、

小児看護、精神看護、学習障害看護の 4領

域から選択して入学する。大学によって開

設している領域は異なる(曽根ら， 2005)。
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